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聖霊を信ずを信ず信ずず
ローマ 8:23-27

8:23 それだけでなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずの初穂をいただいている私たち自身初穂をいただいている私たち自身を信ずいただいている私たち自身私たち自身たち自身自身
も、御霊の初穂をいただいている私たち自身子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わにしていただくこと、御霊の初穂をいただいている私たち自身すなわち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身からだが贖わ贖わわ

れる私たち自身ことを信ず待ち望みながら、心の中でうめいています。ち自身望みながら、心の中でうめいています。みなが贖わら、御霊の初穂をいただいている私たち自身心の中でうめいています。の初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。でうめいています。

8:24 私たち自身たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身この初穂をいただいている私たち自身望みながら、心の中でうめいています。みとともに救われたのです。目に見えるわれたの初穂をいただいている私たち自身です。目に見えるに見えるえる私たち自身
望みながら、心の中でうめいています。みは望みながら、心の中でうめいています。みではありません。目に見えるで見えるている私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身を信ず、御霊の初穂をいただいている私たち自身だれが贖わ望みながら、心の中でうめいています。む

でしょうか。

8:25 私たち自身たち自身はまだ見えるていないもの初穂をいただいている私たち自身を信ず望みながら、心の中でうめいています。んでいる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身ですから、御霊の初穂をいただいている私たち自身忍
耐して待ち望みます。して待ち望みながら、心の中でうめいています。ち自身望みながら、心の中でうめいています。みます。

8:26 同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私じように御霊を信ずも、御霊の初穂をいただいている私たち自身弱い私たちを助けてくださいます。私い私たち自身たち自身を信ず助けてくださいます。私けてくださいます。私たち自身
たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身何をどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごを信ずどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごったらよいか分からないのですが、御霊ごからないの初穂をいただいている私たち自身ですが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずご

自身が贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身ことばにならないうめきを信ずもって、御霊の初穂をいただいている私たち自身とりなしてくださ

る私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。

8:27 人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておの初穂をいただいている私たち自身心の中でうめいています。を信ず探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておる私たち自身方は、御霊の思いが何であるかを知っておは、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずの初穂をいただいている私たち自身思いが何であるかを知っておいが贖わ何をどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごである私たち自身かを信ず知っておってお
られます。なぜなら、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずは神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身みこころにしたが贖わって、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖徒

たち自身の初穂をいただいている私たち自身ためにとりなしてくださる私たち自身からです。

　一、神の霊の霊霊

　使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですの初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずに関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですする私たち自身項目に見えるは「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」だけです。

父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒については「我は聖霊を信ず」だけです天地の造り主、全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身造り主、全能の父なる神」と言いり主、御霊の初穂をいただいている私たち自身全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒」と言いい、御霊の初穂をいただいている私たち自身

イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イについては「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですはその初穂をいただいている私たち自身独り子、我らの主、イり子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身我は聖霊を信ず」だけですらの初穂をいただいている私たち自身主、御霊の初穂をいただいている私たち自身イ

エス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずず」で始まって、「かしこより来たりて生まって、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけですかしこより来たりて生たりて生

ける私たち自身者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、にたる私たち自身者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、とを信ず審きたまわん」まで、英語では、きたまわん」まで、御霊の初穂をいただいている私たち自身英語では、では、御霊の初穂をいただいている私たち自身69の初穂をいただいている私たち自身

単語では、が贖わ使われています。ところが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずについては、御霊の初穂をいただいている私たち自身 "I believeI believe

in the Holy Spirit."I believe と、御霊の初穂をいただいている私たち自身たった六つの単語しか使っていません。つの初穂をいただいている私たち自身単語では、しか使っていません。

なぜでしょうか。聖霊を信ずが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒や御子イエス・キリストに御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わイエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イに

くらべて大切ではないからでしょうか。いいえ、決してそうでではないからでしょうか。いいえ、御霊の初穂をいただいている私たち自身決してそうでしてそうで



はありません。

　聖霊を信ずについて、御霊の初穂をいただいている私たち自身ごく短くしか書かれていないのは、使徒信条くしか書かれていないのは、使徒信条かれていないの初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけです

の初穂をいただいている私たち自身他の部分で聖霊について、すでに、触れられていたからですの初穂をいただいている私たち自身部分からないのですが、御霊ごで聖霊を信ずについて、御霊の初穂をいただいている私たち自身すでに、御霊の初穂をいただいている私たち自身触れられていたからですれられていたからです。

聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖書かれていないのは、使徒信条では「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」と呼ばれています。使徒信条はばれています。使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですは

「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは天地の造り主、全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身造り主、全能の父なる神」と言いり主、御霊の初穂をいただいている私たち自身全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒を信ず信ずず」で始まって、「かしこより来たりて生まりますが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身

神のみこころにしたがって、聖徒が贖わ天地の造り主、全能の父なる神」と言いを信ず創造り主、全能の父なる神」と言いされたとき、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」は、御霊の初穂をいただいている私たち自身当然、御霊の初穂をいただいている私たち自身そこにおら

れました。創世記 1:2に「我は聖霊を信ず」だけです地の造り主、全能の父なる神」と言いは茫漠として何もなく、闇が大水として何をどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごもなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身闇が大水が贖わ大水

の初穂をいただいている私たち自身面の上にあり、神の霊がその水の面を動いていた」とあるよの初穂をいただいている私たち自身上にあり、神の霊がその水の面を動いていた」とあるよにあり、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ずが贖わその初穂をいただいている私たち自身水の初穂をいただいている私たち自身面の上にあり、神の霊がその水の面を動いていた」とあるよを信ず動いていた」とあるよいていた」とある私たち自身よ

うに、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずも世界の創造にかかわっておられたのの初穂をいただいている私たち自身創造り主、全能の父なる神」と言いにかかわっておられたの初穂をいただいている私たち自身

です。ですから、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは天地の造り主、全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身造り主、全能の父なる神」と言いり主、御霊の初穂をいただいている私たち自身全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒を信ず信ず

ず」という言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですの初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。にすでに聖霊を信ずの初穂をいただいている私たち自身働きが含まれていたのですきが贖わ含まれていたのですまれていたの初穂をいただいている私たち自身です。

　「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですはその初穂をいただいている私たち自身独り子、我らの主、イり子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身我は聖霊を信ず」だけですらの初穂をいただいている私たち自身主、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずず」と

いう部分からないのですが、御霊ごも同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私じです。その初穂をいただいている私たち自身すぐあとに「我は聖霊を信ず」だけです主は聖霊を信ずによりてや御子イエス・キリストにど

り、御霊の初穂をいただいている私たち自身処女マリヤより生れ…」という言葉があるように、聖霊はマリヤより生れ…」という言葉があるように、聖霊はより生れ…」という言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですが贖わある私たち自身ように、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずは

イエスを信ず世にもたらしたお方は、御霊の思いが何であるかを知っておとして紹介されています。聖霊はされています。聖霊を信ずは

イエスの初穂をいただいている私たち自身バプテスマの初穂をいただいている私たち自身時に現れ、イエスを満たしています。イに現れ、イエスを満たしています。イれ、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエスを信ず満たしています。イたしています。イ

エスが贖わなさった奇蹟、御霊の初穂をいただいている私たち自身力あるわざはどれも聖霊によるものなのある私たち自身わざはどれも聖霊を信ずによる私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身なの初穂をいただいている私たち自身

です。イエスが贖わ「我は聖霊を信ず」だけですしかし、御霊の初穂をいただいている私たち自身わたしが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずによって悪霊を信ずども

を信ず追い出しているのなら、もう神の国はあなたがたのところにい出しているのなら、もう神の国はあなたがたのところにしている私たち自身の初穂をいただいている私たち自身なら、御霊の初穂をいただいている私たち自身もう神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身国はあなたがたのところにはあなたが贖わたの初穂をいただいている私たち自身ところに

来たりて生ている私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です」（マタイマタイ 12:28）と言われた通りです。と言いわれた通りです。りです。

　この初穂をいただいている私たち自身ように、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身は父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身お力あるわざはどれも聖霊によるものなのの初穂をいただいている私たち自身うち自身に、御霊の初穂をいただいている私たち自身また、御霊の初穂をいただいている私たち自身

イエスの初穂をいただいている私たち自身ご生涯とみわざのうちに、すでに聖霊を見ていたのでとみわざの初穂をいただいている私たち自身うち自身に、御霊の初穂をいただいている私たち自身すでに聖霊を信ずを信ず見えるていたの初穂をいただいている私たち自身で

す。ですから、御霊の初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いについて、御霊の初穂をいただいている私たち自身御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わイエスについて語では、られたあと

では、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」という言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですだけでも、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わどの初穂をいただいている私たち自身よ

うなお方は、御霊の思いが何であるかを知っておかを信ず言いい表すことができたのです。「我は聖霊を信すことが贖わできたの初穂をいただいている私たち自身です。「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ず

ず」という言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですは、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」であり、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエ

ス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身うち自身に満たしています。イち自身ておられたお方は、御霊の思いが何であるかを知っておである私たち自身ということを信ず



告げています。げています。

　二、キリストの霊の霊霊

　使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですは、御霊の初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いを信ず信ずじ、御霊の初穂をいただいている私たち自身御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わを信ず信ずじ、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずを信ず信ずじる私たち自身と言いって

います。この初穂をいただいている私たち自身順序は大切です。なぜなら神を知り、信じることは大切ではないからでしょうか。いいえ、決してそうでです。なぜなら神のみこころにしたがって、聖徒を信ず知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ずじる私たち自身こと

が贖わできる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」に満たしています。イち自身た御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わイエスによってであり、御霊の初穂をいただいている私たち自身

御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わイエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ずじる私たち自身ことが贖わできる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけですキ

リストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」である私たち自身聖霊を信ずによってだからです。

　私たち自身たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず知っておる私たち自身までは、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒」というお

方は、御霊の思いが何であるかを知っておを信ず漠として何もなく、闇が大水然としてしか知っておりませんでした。日本では、自然のひとでは、御霊の初穂をいただいている私たち自身自然の初穂をいただいている私たち自身ひと

つひとつが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒です。太陽や月などの天体も、山や森、川や海なや御子イエス・キリストに月などの天体も、山や森、川や海ななどの初穂をいただいている私たち自身天体も、山や森、川や海なも、御霊の初穂をいただいている私たち自身山や森、川や海なや御子イエス・キリストに森、御霊の初穂をいただいている私たち自身川や海なや御子イエス・キリストに海なな

ども、御霊の初穂をいただいている私たち自身それ自体も、山や森、川や海なが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒で、御霊の初穂をいただいている私たち自身人々はそれを拝んできました。一般のはそれを信ず拝んできました。一般のんできました。一般のの初穂をいただいている私たち自身

人よりすこしすぐれたところが贖わあれば、御霊の初穂をいただいている私たち自身そういった人もまた神のみこころにしたがって、聖徒

として祀られてきました。そういうわけで日本には数多くのられてきました。そういうわけで日本では、自然のひとには数多くのくの初穂をいただいている私たち自身

神のみこころにしたがって、聖徒々はそれを拝んできました。一般のが贖わいる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。クリスチャンが「私は神さまを信じていまが贖わ「我は聖霊を信ず」だけです私たち自身は神のみこころにしたがって、聖徒さまを信ず信ずじていま

す」と言いっても、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけですああ、御霊の初穂をいただいている私たち自身そうですか。いいことですね。とこ

ろで、御霊の初穂をいただいている私たち自身どの初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒さまですか」ということになります。

　韓国はあなたがたのところにでは「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒さま」を信ず「我は聖霊を信ず」だけですハナニム」と呼びます。「ハナ」と」と呼ばれています。使徒信条はびます。「我は聖霊を信ず」だけですハナ」と

いうの初穂をいただいている私たち自身は「我は聖霊を信ず」だけですひとつ」という意味ですから、神を、「おひとりさですから、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒を信ず、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけですおひとりさ

ま」と呼ばれています。使徒信条はぶの初穂をいただいている私たち自身です。日本では、自然のひと語では、で「我は聖霊を信ず」だけですおひとりさま」というと少しし

違った意味になりますが、この場合は「唯一のまことの神」とった意味ですから、神を、「おひとりさになりますが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身この初穂をいただいている私たち自身場合は「唯一のまことの神」とは「我は聖霊を信ず」だけです唯一の初穂をいただいている私たち自身まことの初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒」と

いう意味ですから、神を、「おひとりさです。神のみこころにしたがって、聖徒はおひとりであって、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけですどの初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒さま？」と問

う必要はないのです。韓国にクリスチャンが多いのは、神につはないの初穂をいただいている私たち自身です。韓国はあなたがたのところににクリスチャンが「私は神さまを信じていまが贖わ多くのいの初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒につ

いての初穂をいただいている私たち自身概念がはっきりしているからかもしれません。が贖わはっきりしている私たち自身からかもしれません。

　使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですは、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒を信ず信ずず」と言いい、御霊の初穂をいただいている私たち自身続けて「そけて「我は聖霊を信ず」だけですそ

の初穂をいただいている私たち自身独り子、我らの主、イり子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わを信ず信ずず」と言いっています。つまり、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身信ずじる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒

は「我は聖霊を信ず」だけですイエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒である私たち自身」と言いっている私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。



「我は聖霊を信ず」だけですどの初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒さまですか」という質問に対する一番良い答えは「イする私たち自身一番良い答えは「イい答えは「イえは「我は聖霊を信ず」だけですイ

エス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒」という答えは「イえです。

　ヨハネ 1:18に「我は聖霊を信ず」だけですいまだかつて神のみこころにしたがって、聖徒を信ず見えるた者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、はいない。父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いの初穂をいただいている私たち自身ふと

ころにおられる私たち自身ひとり子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わの初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒が贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒を信ず説き明かされたのであき明かされたのであかされたの初穂をいただいている私たち自身であ

る私たち自身」とあります。神のみこころにしたがって、聖徒は完全に聖なる私たち自身お方は、御霊の思いが何であるかを知ってお、御霊の初穂をいただいている私たち自身この初穂をいただいている私たち自身世界の創造にかかわっておられたのを信ず超え、人え、御霊の初穂をいただいている私たち自身人

間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておの初穂をいただいている私たち自身認識能の父なる神」と言い力あるわざはどれも聖霊によるものなのを信ず超え、人えたお方は、御霊の思いが何であるかを知っておです。罪ある人間には神を見ることある私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておには神のみこころにしたがって、聖徒を信ず見えるる私たち自身こと

はできないの初穂をいただいている私たち自身です。神のみこころにしたがって、聖徒は天体も、山や森、川や海な望みながら、心の中でうめいています。遠鏡でも、電子顕微鏡でもとらでも、御霊の初穂をいただいている私たち自身電子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わ顕微鏡でも、電子顕微鏡でもとらでもとら

える私たち自身ことはできません。どんなスーパー・コンが「私は神さまを信じていまピュータによっ

ても分からないのですが、御霊ご析できません。神は物質でも、原理でもありません。生できません。神のみこころにしたがって、聖徒は物質でも、御霊の初穂をいただいている私たち自身原理でもありません。生でもありません。生

きておられる私たち自身ご人格です。人格だけが神を現すことができ、人です。人格です。人格だけが神を現すことができ、人だけが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒を信ず現れ、イエスを満たしています。イすことが贖わでき、御霊の初穂をいただいている私たち自身人

格です。人格だけが神を現すことができ、人だけが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒を信ず知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ずじる私たち自身ことが贖わできます。それで、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わ

は「我は聖霊を信ず」だけですイエス」という名を持った人間となり、この世で人々と共を信ず持った人間となり、この世で人々と共った人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておとなり、御霊の初穂をいただいている私たち自身この初穂をいただいている私たち自身世で人々はそれを拝んできました。一般のと共

に生き、御霊の初穂をいただいている私たち自身見えるえない神のみこころにしたがって、聖徒を信ず見えるえる私たち自身姿で現してくださいました。で現れ、イエスを満たしています。イしてくださいました。

　イエスは「我は聖霊を信ず」だけですわたしを信ず見えるた人は、御霊の初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いを信ず見えるたの初穂をいただいている私たち自身です」（マタイヨハネ

14:9）と言われた通りです。と言いい、御霊の初穂をいただいている私たち自身弟子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わたち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエスについてこう言いいました。

「我は聖霊を信ず」だけです初めからあったもの初穂をいただいている私たち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身が贖わ聞いたもの、自分の目で見たいたもの初穂をいただいている私たち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身自分からないのですが、御霊ごの初穂をいただいている私たち自身目に見えるで見えるた

もの初穂をいただいている私たち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身じっと見えるつめ、御霊の初穂をいただいている私たち自身自分からないのですが、御霊ごの初穂をいただいている私たち自身手でさわったもの、すなわち、いでさわったもの初穂をいただいている私たち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身すなわち自身、御霊の初穂をいただいている私たち自身い

の初穂をいただいている私たち自身ち自身の初穂をいただいている私たち自身ことばについて。」（マタイヨハネ第一 1:1）と言われた通りです。この初穂をいただいている私たち自身言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですの初穂をいただいている私たち自身通りです。り、御霊の初穂をいただいている私たち自身

イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イは、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身が贖わその初穂をいただいている私たち自身声を聞き、その姿を見、そを信ず聞いたもの、自分の目で見たき、御霊の初穂をいただいている私たち自身その初穂をいただいている私たち自身姿で現してくださいました。を信ず見える、御霊の初穂をいただいている私たち自身そ

して手でさわったもの、すなわち、いで触れられていたからですれる私たち自身ことが贖わできる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒となってくださったの初穂をいただいている私たち自身です。私たち自身

たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身ご人格です。人格だけが神を現すことができ、人、御霊の初穂をいただいている私たち自身みわざ、御霊の初穂をいただいている私たち自身教えの中に神をえの初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。に神のみこころにしたがって、聖徒を信ず

見えるます。神のみこころにしたがって、聖徒を信ずイエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いとして知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒とはこうい

うお方は、御霊の思いが何であるかを知っておだと、御霊の初穂をいただいている私たち自身はっきり言いうことが贖わできる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。それはなんと

幸いなことでしょう。いなことでしょう。

　そして、御霊の初穂をいただいている私たち自身もっと幸いなことでしょう。いなことは、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わ私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身内側に住んでに住んでんで、御霊の初穂をいただいている私たち自身

私たち自身たち自身が贖わ神のみこころにしたがって、聖徒とキリストについては「我はその独り子、我らの主、イとを信ず信ずじる私たち自身ことが贖わできる私たち自身ようにしてくだ

さったということです。「我は聖霊を信ず」だけです信ずじる私たち自身」ことは「我は聖霊を信ず」だけです知っておる私たち自身」ことから始まって、「かしこより来たりて生



まります。私たち自身たち自身はよく言いいます。「我は聖霊を信ず」だけです頭では分かるんだけど、では分からないのですが、御霊ごかる私たち自身んだけど、御霊の初穂をいただいている私たち自身

なかなか信ずじる私たち自身ことが贖わできないんですよ。」しかし、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持を信ず持った人間となり、この世で人々と共

てないでいる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです分からないのですが、御霊ごかったつもり」でいる私たち自身だけで本では、自然のひと当には

分からないのですが、御霊ごかっていないからかもしれません。信ず仰を持を信ず持った人間となり、この世で人々と共ち自身たいなら、御霊の初穂をいただいている私たち自身指

導者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、からきち自身んと聖書かれていないのは、使徒信条を信ず教えの中に神をえてもらい、御霊の初穂をいただいている私たち自身本では、自然のひと気で学ぶ必要がありで学ぶ必要がありぶ必要はないのです。韓国にクリスチャンが多いのは、神につが贖わあり

ます。

　しかし、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持はたんに神のみこころにしたがって、聖徒が贖わおられる私たち自身ことを信ず認めればよい、御霊の初穂をいただいている私たち自身イ

エス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イについての初穂をいただいている私たち自身何をどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごらかの初穂をいただいている私たち自身知ってお識を信ず持った人間となり、この世で人々と共っていればよいと

いうもの初穂をいただいている私たち自身ではありません。信ず仰を持は人格です。人格だけが神を現すことができ、人である私たち自身私たち自身が贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身偉大な人格です。人格だけが神を現すことができ、人

である私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒に信ず頼すること、人格と人格の関係です。そして、神する私たち自身こと、御霊の初穂をいただいている私たち自身人格です。人格だけが神を現すことができ、人と人格です。人格だけが神を現すことができ、人の初穂をいただいている私たち自身関する項目は「我は聖霊を信ず」だけです係です。そして、神です。そして、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒

とキリストについては「我はその独り子、我らの主、イと「我は聖霊を信ず」だけです私たち自身」とを信ず信ず頼すること、人格と人格の関係です。そして、神関する項目は「我は聖霊を信ず」だけです係です。そして、神の初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。に結びつけてくださるのびつけてくださる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身

が贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身もうひとりの初穂をいただいている私たち自身ご人格です。人格だけが神を現すことができ、人である私たち自身聖霊を信ずなの初穂をいただいている私たち自身です。別の言い方をすの初穂をいただいている私たち自身言いい方は、御霊の思いが何であるかを知っておを信ずす

れば、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わ私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身内面の上にあり、神の霊がその水の面を動いていた」とあるよの初穂をいただいている私たち自身最も深い部分、私たちの「霊」にも深い部分、私たちの「霊」にい部分からないのですが、御霊ご、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです霊を信ず」に

働きが含まれていたのですきかけ、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです霊を信ず」である私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒への初穂をいただいている私たち自身信ず頼すること、人格と人格の関係です。そして、神を信ず呼ばれています。使徒信条はび覚ましてくださるとましてくださる私たち自身と

いうことです。

　イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずじた者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、は皆、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずによって教えの中に神をえられ、御霊の初穂をいただいている私たち自身

信ず仰を持の初穂をいただいている私たち自身目に見えるを信ず開いていただき、信仰の告白に導かれたという体験いていただき、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持の初穂をいただいている私たち自身告げています。白に導かれたという体験に導かれたという体も、山や森、川や海な験

を信ず持った人間となり、この世で人々と共っています。イエスは言いわれました。「我は聖霊を信ず」だけです父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いが贖わ持った人間となり、この世で人々と共っておられ

る私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身はすべて、御霊の初穂をいただいている私たち自身わたしの初穂をいただいている私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身です。ですからわたしは、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ず

が贖わわたしの初穂をいただいている私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身を信ず受けて、あなたがたに伝えると言ったのでけて、御霊の初穂をいただいている私たち自身あなたが贖わたに伝えると言ったのでえる私たち自身と言いったの初穂をいただいている私たち自身で

す。」（マタイヨハネ 16:15）と言われた通りです。キリストについては「我はその独り子、我らの主、イは神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わであり、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身代理でもありません。生

人です。そして、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずは「我は聖霊を信ず」だけですキリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」であり、御霊の初穂をいただいている私たち自身キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身

代理でもありません。生者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、です。この初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずに頼すること、人格と人格の関係です。そして、神る私たち自身とき、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身はさらに神のみこころにしたがって、聖徒を信ず知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身

より深い部分、私たちの「霊」にくキリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずじる私たち自身ことが贖わできる私たち自身ようになります。です

から、御霊の初穂をいただいている私たち自身使徒信ず条の聖霊に関する項目は「我は聖霊を信ず」だけですが贖わ「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」というとき、御霊の初穂をいただいている私たち自身それは、御霊の初穂をいただいている私たち自身

「我は聖霊を信ず」だけです私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずによって、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒とキリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずじる私たち自身者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、とされまし

た」ということを信ず言いい表すことができたのです。「我は聖霊を信している私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。



　三、祈りの霊りの霊霊

　キリストについては「我はその独り子、我らの主、イは神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身御子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだが贖わとして神のみこころにしたがって、聖徒を信ず現れ、イエスを満たしています。イし、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずは「我は聖霊を信ず」だけですキリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身

霊を信ず」として、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身内側に住んででキリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず示してくださいます。してくださいます。

聖霊を信ずは神のみこころにしたがって、聖徒とキリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身代理でもありません。生者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、ですが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私時に現れ、イエスを満たしています。イに、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身キリス

トについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず信ずじる私たち自身者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、の初穂をいただいている私たち自身代理でもありません。生人でもある私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。キリストについては「我はその独り子、我らの主、イが贖わ神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身代理でもありません。生者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、

として、御霊の初穂をいただいている私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておに神のみこころにしたがって、聖徒を信ず示してくださいます。しただけでなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておの初穂をいただいている私たち自身代理でもありません。生人ともなっ

て、御霊の初穂をいただいている私たち自身十字架で身代わりの死を遂げ、復活し、天でこの世界のたで身代わりの初穂をいただいている私たち自身死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、を信ず遂げ、復活し、天でこの世界のたげ、御霊の初穂をいただいている私たち自身復活し、天でこの世界のたし、御霊の初穂をいただいている私たち自身天でこの初穂をいただいている私たち自身世界の創造にかかわっておられたのの初穂をいただいている私たち自身た

めに父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒にとりなしておられる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身と同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私じです。神のみこころにしたがって、聖徒を信ず代理でもありません。生し、御霊の初穂をいただいている私たち自身

同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私時に現れ、イエスを満たしています。イに人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておを信ず代表すことができたのです。「我は聖霊を信する私たち自身というの初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身祭司に与えられた務めですに与えられた務めですえられた務めですめです。

神のみこころにしたがって、聖徒であり、御霊の初穂をいただいている私たち自身人である私たち自身お方は、御霊の思いが何であるかを知ってお、御霊の初穂をいただいている私たち自身人となられた神のみこころにしたがって、聖徒である私たち自身イエス・キリ

ストについては「我はその独り子、我らの主、イだけが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身この初穂をいただいている私たち自身祭司に与えられた務めですの初穂をいただいている私たち自身務めですめを信ず完全に果たすことができるのでたすことが贖わできる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身で

すが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずもまた、御霊の初穂をいただいている私たち自身キリストについては「我はその独り子、我らの主、イと同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私じように祭司に与えられた務めですの初穂をいただいている私たち自身務めですめを信ず果たすことができるのでたし

てくださっています。

　それは、御霊の初穂をいただいている私たち自身ローマ 8:23に書かれていないのは、使徒信条かれています。「我は聖霊を信ず」だけです同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私じように御霊を信ずも、御霊の初穂をいただいている私たち自身

弱い私たちを助けてくださいます。私い私たち自身たち自身を信ず助けてくださいます。私けてくださいます。私たち自身たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身何をどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごを信ずどう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごった

らよいか分からないのですが、御霊ごからないの初穂をいただいている私たち自身ですが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身御霊を信ずご自身が贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身ことばにならな

いうめきを信ずもって、御霊の初穂をいただいている私たち自身とりなしてくださる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。」私たち自身たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身

あまりにも苦しいことがあると、「天の父よ」と祈りはじめてしいことが贖わある私たち自身と、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです天の初穂をいただいている私たち自身父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いよ」と祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりはじめて

も、御霊の初穂をいただいている私たち自身その初穂をいただいている私たち自身後に祈りが続かないことがあります。ただうめくだけに祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりが贖わ続けて「そかないことが贖わあります。ただうめくだけ、御霊の初穂をいただいている私たち自身

涙を流すだけということがあります。しかし、聖霊は、私たちを信ず流すだけということがあります。しかし、聖霊は、私たちすだけということが贖わあります。しかし、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身

の初穂をいただいている私たち自身うめきと共にうめいてくださる私たち自身。言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですにならない祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりであっ

ても、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身心の中でうめいています。が贖わ神のみこころにしたがって、聖徒に向かうとき、聖霊が私たちのかわりにかうとき、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わ私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身かわりに

祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごってくださる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。

　祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりは、御霊の初穂をいただいている私たち自身言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのです数が贖わ多くのければよいというもの初穂をいただいている私たち自身ではないと思いが何であるかを知っておいま

す。スラスラと祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごる私たち自身ことが贖わできる私たち自身ことが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持深い部分、私たちの「霊」にさを信ず表すことができたのです。「我は聖霊を信すとは

限りません。ほんとうに神に近づき、そのきよさや恵みに心がりません。ほんとうに神のみこころにしたがって、聖徒に近づき、そのきよさや恵みに心がづき、御霊の初穂をいただいている私たち自身その初穂をいただいている私たち自身きよさや御子イエス・キリストに恵みに心がみに心の中でうめいています。が贖わ

打たれ、ただ「主よ」としか呼ぶことができなくなることもあたれ、御霊の初穂をいただいている私たち自身ただ「我は聖霊を信ず」だけです主よ」としか呼ばれています。使徒信条はぶことが贖わできなくなる私たち自身こともあ



る私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておの初穂をいただいている私たち自身言い葉の中にすでに聖霊の働きが含まれていたのですが贖わ退き、深い沈黙の中で祈るということき、御霊の初穂をいただいている私たち自身深い部分、私たちの「霊」にい沈黙の中で祈るということの初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。で祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごる私たち自身ということ

もあります。「我は聖霊を信ず」だけです霊を信ずで祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごる私たち自身」とは、御霊の初穂をいただいている私たち自身そういう状態を指します。そを信ず指します。そ

こでは聖霊を信ずが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、の初穂をいただいている私たち自身霊を信ずと共に祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごっておられる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。

　神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身お心の中でうめいています。の初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。にある私たち自身すべてを信ず知っておっておられる私たち自身聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私時に現れ、イエスを満たしています。イに、御霊の初穂をいただいている私たち自身

私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身思いが何であるかを知っておいの初穂をいただいている私たち自身すべてを信ず知っておっていてくださいます。私たち自身たち自身はど

んなに頑張っても、完全にみ心にかなう祈りはできません。聖っても、御霊の初穂をいただいている私たち自身完全にみ心の中でうめいています。にかなう祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりはできません。聖

霊を信ずなしには、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりは、御霊の初穂をいただいている私たち自身自分からないのですが、御霊ご勝手でさわったもの、すなわち、いであったり、御霊の初穂をいただいている私たち自身的外れでれで

あったり、御霊の初穂をいただいている私たち自身足らなかったりします。けれども、神のみ心と人のらなかったりします。けれども、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身み心の中でうめいています。と人の初穂をいただいている私たち自身

思いが何であるかを知っておいの初穂をいただいている私たち自身両方は、御霊の思いが何であるかを知っておを信ず完全に知っておっておられる私たち自身お方は、御霊の思いが何であるかを知っておが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身とりなし祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごってく

ださる私たち自身とき、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりは神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身み心の中でうめいています。にかなったもの初穂をいただいている私たち自身となる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身

です。「我は聖霊を信ず」だけです私たち自身はち自身ゃんと祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごる私たち自身ことが贖わできる私たち自身」などと、御霊の初穂をいただいている私たち自身自分からないのですが、御霊ごの初穂をいただいている私たち自身祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごり

に信ず頼すること、人格と人格の関係です。そして、神する私たち自身の初穂をいただいている私たち自身ではなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずが贖わ祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごってくださる私たち自身ことを信ず信ずじ、御霊の初穂をいただいている私たち自身と

りなしてくださる私たち自身ことに信ず頼すること、人格と人格の関係です。そして、神して祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりましょう。それが贖わ「我は聖霊を信ず」だけです聖霊を信ず

によって祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりなさい」（マタイユダ 1:20）と言われた通りです。と言いわれている私たち自身ことなの初穂をいただいている私たち自身で

す。

　聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒ですから、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身が贖わ聖霊を信ずに祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身が贖わ当然なはずで

す。ところが贖わ聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身あえて、御霊の初穂をいただいている私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておの初穂をいただいている私たち自身側に住んでに立って、人間と共にって、御霊の初穂をいただいている私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておと共に

父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いなる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒に祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごってくださる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。仲介されています。聖霊は者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、というもの初穂をいただいている私たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身双方は、御霊の思いが何であるかを知ってお

に平等でなければなりませんが、神と信仰者との仲だちをしてでなければなりませんが贖わ、御霊の初穂をいただいている私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒と信ず仰を持者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、との初穂をいただいている私たち自身仲だち自身を信ずして

くださる私たち自身聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知ってお的な言いい方は、御霊の思いが何であるかを知っておを信ずすれば、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、の初穂をいただいている私たち自身ほうに肩

入れをし、信仰者の側に立って働いてくださるのです。ですかれを信ずし、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、の初穂をいただいている私たち自身側に住んでに立って、人間と共にって働きが含まれていたのですいてくださる私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。ですか

ら、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」とは、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身の初穂をいただいている私たち自身すべてを信ず知っておりなが贖わら、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身の初穂をいただいている私たち自身

ためにとりなし、御霊の初穂をいただいている私たち自身徹底して私の側に立ってくださり、私の助けして私たち自身の初穂をいただいている私たち自身側に住んでに立って、人間と共にってくださり、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身の初穂をいただいている私たち自身助けてくださいます。私け

主となってくださる私たち自身聖霊を信ずに頼すること、人格と人格の関係です。そして、神りますという、御霊の初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持の初穂をいただいている私たち自身告げています。白に導かれたという体験なの初穂をいただいている私たち自身で

す。聖霊を信ずは「我は聖霊を信ず」だけです神のみこころにしたがって、聖徒の初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」として、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身に父なる神については「天地の造り主、全能の父なる神」と言いとキリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず教えの中に神をえてくだ

さる私たち自身。「我は聖霊を信ず」だけですキリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」として私たち自身を信ずイエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イへの初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持

に導いてくださる私たち自身。そして「我は聖霊を信ず」だけです祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりの初穂をいただいている私たち自身霊を信ず」として、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身の初穂をいただいている私たち自身祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごりを信ず、御霊の初穂をいただいている私たち自身



日々はそれを拝んできました。一般のの初穂をいただいている私たち自身信ず仰を持の初穂をいただいている私たち自身生活し、天でこの世界のたを信ず助けてくださいます。私けてくださる私たち自身。私たち自身たち自身は、御霊の初穂をいただいている私たち自身その初穂をいただいている私たち自身ことを信ず、御霊の初穂をいただいている私たち自身

「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」と言いうことによって言いい表すことができたのです。「我は聖霊を信している私たち自身の初穂をいただいている私たち自身です。

きょうも、御霊の初穂をいただいている私たち自身「我は聖霊を信ず」だけです我は聖霊を信ず」だけですは聖霊を信ずを信ず信ずず」と告げています。白に導かれたという体験し、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずによって神のみこころにしたがって、聖徒を信ず知ってお

り、御霊の初穂をいただいている私たち自身キリストについては「我はその独り子、我らの主、イに従う生活へと導かれていきましょう。う生活し、天でこの世界のたへと導かれていきましょう。

　（祈りの霊り）

　主なる私たち自身神のみこころにしたがって、聖徒さま。聖霊を信ずは、御霊の初穂をいただいている私たち自身あなたの初穂をいただいている私たち自身お心の中でうめいています。、御霊の初穂をいただいている私たち自身命、御霊の初穂をいただいている私たち自身存在そのものでその初穂をいただいている私たち自身もの初穂をいただいている私たち自身で

す。あなたは、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずを信ず、御霊の初穂をいただいている私たち自身イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イを信ず通りです。して私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身内

に住んでまわせ、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身すべてを信ず知っており、御霊の初穂をいただいている私たち自身私たち自身たち自身の初穂をいただいている私たち自身あらゆる私たち自身必要はないのです。韓国にクリスチャンが多いのは、神につを信ず

満たしています。イたす助けてくださいます。私け主としてくださいました。どんな困難の中でも聖霊の初穂をいただいている私たち自身中でうめいています。でも聖霊を信ず

こそ私たち自身の初穂をいただいている私たち自身助けてくださいます。私け主と告げています。白に導かれたという体験しなが贖わら、御霊の初穂をいただいている私たち自身聖霊を信ずと共にあなたを信ず呼ばれています。使徒信条はび求めめ

る私たち自身者と死にたる者とを審きたまわん」まで、英語では、としてください。主イエス・キリストについては「我はその独り子、我らの主、イの初穂をいただいている私たち自身お名を持った人間となり、この世で人々と共前で祈りますで祈ったらよいか分からないのですが、御霊ごります。


